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■エンドユーザー使用許諾契約書
　　エンドユーザー （以下、 「ユーザー」 という） は、 本契約書の契約条項に同意することを条件として、 本エンドユーザー　  

　　使用許諾契約書 （以下、 「本契約書」 という） に定めるソフトウェアの使用を許諾されるものとします。

　　ユーザーが本契約書の契約条項に同意しない場合は、 使用は出来ません。

■第 1 条 使用許諾
　　ユーザーは、 本ダウンロードサイト、 取扱説明書およびその他の媒体によってユーザーに提供される情報を含むソフトウェ　

　　ア （以下、 「本ソフトウェア」 と総称） の使用権を付与されます。 ただし本ソフトウェアに内在しうるいかなる特許権、 著作

　　権、 商標および企業秘密もユーザーに譲渡されません。

■第 2 条 第三者による使用
　　本契約書に明示的に定める場合を除き、 ユーザーは本ソフトウェアを使用、 複写、 変更または譲渡してはなりません。

　　また無償であるか否かを問わず、 第三者に本ソフトウェアを使用、 複写、 変更させてはなりません。

■第 3 条 ソフトウェアの複写に関する制限
　　ユーザーはバックアップのみを目的として、 本ソフトウェアの全体または一部分を 1 部に限りコピーすることができます。

■第 4 条 使用に供するコンピュータ
　　本ソフトウェアは 1 台のコンピュータでのみ使用できます（本ソフトウェアへのアクセスを許可された 1 名の使用許諾済みユー

　　ザーのみ）。 複数のコンピュータで使用することはできません。

■第 5 条 リバースエンジニアリング
　　ユーザーが居住する国の法規制が許す範囲を除き、 ユーザーは本ソフトウェアのリバースエンジニアリング、 逆コンパイル

　　または逆アセンブルを行ってはなりません。 本ソフトウェアの提供者であるアサヒリサーチ株式会社 （以下、 「アサヒリサー

　　チ」 という ) は不具合について責任を負わず、 ユーザーによる本ソフトウェアのリバースエンジニアリング、 逆コンパイル、　

　　逆アセンブリから生じた損害について責任を負いません。

■第 6 条 補償
　　本ソフトウェアは 「現状有姿」 で提供され、 明示であるかまたは黙示であるかを問わず、 非侵害、 商品性および／また　

　　は特定目的への適合性を含む、 しかしこれらに限定されないあらゆる保証を行いません。 さらにアサヒリサーチは、 本　　

　  ソフトウェアの動作が中断せず、 エラーが生じないことを保証しません。 アサヒリサーチは、 ユーザーによる本ソフトウェアの

　　使用が原因で、 またはそれに関連して発生した損害について責任を負いません。

■第 7 条 輸出規制
　　ユーザーは、 それが必要な場合に、 ユーザーが居住する国の規制が定める適切な輸出許可を取得することなく、 いかな

　　る国にも本ソフトウェアを輸出または再輸出しないことに同意します。

■第 8 条 使用許諾の終了
　　ユーザーが本契約書の契約条項のいずれかに違反した場合、 もしくは同意されない場合は本契約書のもとで付与された権

　　利は自動的に終了します。 その場合、 ユーザーは本ソフトウェアおよび関連文書に加えそれらのすべての複写をユーザー

　　の費用で破棄しなければなりません。

本ソフトは無償で提供致しますが、下記内容に同意頂いた方のみご利用になれます。
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5-2ソフトを選び、ダウンロードをしてください

5-3ダウンロードが開始されます

5-4実行を選択し、ダウンロードが開始されます

5-5コンピューターから下図のように許可が求められます

5-6k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃのインストーラーが起動されますのでＮＥＸＴを選択してください

5-7インストール状況がバーグラフにて表示されます

5-8Done! 表示がでましたらインストールが完了ですので、Finishを選択してください

5-9アンインストールの方法

2. 目次
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3-1　Driveman1080GS/1080sα共通

   ※ 1080ｓαはＧＰＳユニットをお求めの方に限ります。

   本セットで録画した映像は専用ビューアーソフトを弊社ホームページからダウンロードしてインストールすることにより、

   Google Map と連動させて地図表示ができます。 また、 映像ファイルを Windows パソコンで直接再生することもできます。

   ※自車位置の表示にはインターネット接続環境が必要です。

　 
3-2　ご用意するもの

　パソコン

   使用環境    対応 OS ： Windows７、 Windows８、 Windows８.１　（WindowsXP/Vista は非対応）

   CPU ： デュアルコア、 ２GHZ 以上　　表示画面解像度 ： 1080×800 以上　　メ モリー ： 2GB、 DDR２以上

　
 

3-3　映像が記録された SD カード

   ※ドライブマン本体が最新のファームで更新済のセットで記録した物。

   注） 1080GS 本体のファームは、 GPS マップ対応ファーム以外はマップに連動致しません。

   　　　（バージョンが 1601 以降のものであることが必要です。）

3-4　専用ビューアーソフトのインストールの準備

   このファイルに同梱のインストーラー、 もしくはお手元にビューアソフトがない場合は弊社ホームページからダウンロードしてください。

※タブレットでの再生は Atom プロセッサー系 CPU 等の場合、動作パフォーマンスが低い為動作保証は致しません。

■免責事項 ： すべてのパソコンでの動作を保証した物ではありません。

 　動作出来ない場合や動作に異常がある場合は利用を速やかに止めて下さい。

手順１

Driveman 専用ビューアーソフトをパソコンにインストールしてください。

※インストール手順は WEB 掲載の手順に従って下さい。

手順２

インストール完了後、 パソコンを再起動してください。 これでパソコンでの再生準備は完了しました。

弊社ホームページ　　　http://www.driveman.jp/

3-5　専用ビューアーソフト

　　手順１

　　撮影済みＳＤカードをパソコンに挿入してください。 必要に応じてパソコン内のデータフォルダーにフォルダーごとコピー

　　して下さい。

　　手順２

　　デスクトップ上の　　　　　　Media　Player　のアイコンをクリックするとソフトが起動します。

　
　　ビューアーソフトの右上の Folder のボタンを選択、 映像データを収めた任意のフォルダー、 もしくは SD カードのスロッ

　　トを選択してください。 DCIM→100MEDIA フォルダの中のご希望のファイルをクリックすると映像再生と、連動した地図、

　　速度、 ショックデーター、 方位が表示されます。 再生を停止する場合は映像左下の停止ボタンを押してください。

　　各部の操作は別図を参照お願いします。

※再生開始時、 右図の様に K-ｌｉｔｅ　coodec の要求表示が出た場合お使いの

　 パソコンはそのままでは再生できません。

   必要に応じてコーデックソフトを新たにインストールする必要があります。

k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　検索、 ダウンロード、 インストール方法は付記を参照願います。

※　お手元のドライブマン本体のファームウエアのバージョンが最新でない場合

　　 は弊社ホームページより最新の物をダウンロードして更新してください。

3. 準備
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4. 専用ビューアーソフトの表示＆項目
　

ソフトが起動すると専用ビューアーソフトが立ち上がります。
各操作ボタンの機能は下記の機能説明をご参照願います。

走行中の G （振動） が表示。 赤＝X 進行方向、 緑＝左右縦方向、 青＝Z 垂直方向

映像表示窓

FILE ボタン

Folder ボタン

ADD （+） ボタン

DELETE （-） ボタン

ドライブマンサイト表示ボタン

ビデオファイル表示窓

地図表示窓

走行速度表示

方位表示

タイムライン表示

緯度 / 経度 / 標高表示

Ｇセンサー表示値

停止ボタン

再生 / ボーズボタン

映像表示窓拡大ボタン

全画面表示ボタン

静止画保存ボタン

1 フレームボタン

Ｇセンサー表示グラフ

選択された映像を表示します。

番号 項目 機能説明

ファイルを指定して再生することが出来ます。

ＳＤカードの入っているドライブの選択時に使用します。

他フォルダーから再生ファイルに追加することが出来ます。

ビデオファイル上で選択されたファイルをリスト表示から削除できます。 （映像データは削除されません）

弊社ホームページへリンクします。

読み込まれている映像のファイルリストが表示されます。

GPS 位置データーから google Map に自車位置を表示します。

GPS で記録した走行速度を表示します。

進行方向の方位が表示されます。

再生中のファイルの位置を表示。 ドラックすると再生位置を変更できます。

再生を停止できます。

再生 / ポーズの切り替えが出来ます。

ボタンを押すと映像表示のみ、 拡大表示 （枠付き） になります。

ボタンを押すと映像のみ全画面表示 （枠なし） に変わり、 もう一度マウス右クリックで元のサイズに戻ります。

ボタンを押すと静止画として映像と同一フォルダーに保存されます。

再生時にボタンを押すと静止画 （ポーズ） になります。

G-ｆｏｒｃｅＸ＝進行方向値、 G-ｆｏｒｃｅＹ＝左右方向値、 G-ｆｏｒｃｅＺ＝垂直向値が表示。

映像再生地点の緯度値 / 経度値 / 標高値が表示されます。

※Windows 標準のプレイヤー （Windows　Media　Player） で見る場合、 映像再生のみです。

　 対象ファイルフォルダーの中の　ARC×××××.MOV をクリックして映像再生をしてください。

   ARC×××××.nmea は GPS 位置データーの為、 選択するとファイルタイプヘルパー表示が出ます。

※ＭＡＣ-ＯＳの場合は、 Quicktime プレイヤーで上記同様、ＭＯＶファイルのみの映像再生です。
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5. 付記） k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃの検索、　ダウンロード、 インストール方法

k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　ｖｅｒ11.00 の検索例

フリーウエアサイト （FileHippo.com 等） から　k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　ｖｅｒ11.00 を検索ダウンロードしてパソコンへインストー

ルする手順です。

※ 弊社の管理外ソフトのため、 ウイルス感染や予期せぬパソコンの異常が起きるリスクがあります。

    ご不安な場合はインストールしないで下さい。

　　弊社ではこのソフトのダウンロードによるトラブルに対し一切の責任を取りません。

※必ず、 ウイルス対策のソフトを導入済みのパソコンでご利用下さい。

　　ソフト名 ： 　k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　ｖｅｒ11.00 以上　（BASIC 版または STANDARD 版を推奨）

5-2　ソフトを選び、ダウンロードをしてください。
　　 フリーソフト検索サイト例

こちらを選択して下さい。

こちらを選択して下さい。

5-1　k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　ｖｅｒ11.00 と入力し検索をします。

　　　　例） Filehippo.com にて検索をした場合。



6

実行を選択して下さい。

5-5 コンピューターから下図のように許可が求められます。

はい （Ｙ） を選択して下さい。

5-3 ダウンロードが開始されます。

5-4 実行を選択し、ダウンロードが開始されます。
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5-8 Done! 表示がでましたらインストールが完了ですので、Finishを選択してください。

ＮＥＸＴを

選択して下さい。

これでインストールは完了です。

Finish を押して終了させて下さい。

5-6 k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃのインストーラーが起動されますのでＮＥＸＴを選択してください。

5-7 インストール状況がバーグラフにて表示されます。

5-9 アンインストールの方法 （ソフトがご不要になられた場合）

　     windows のコントロールパネル→” プログラムと機能”→” プログラムのアンインストールまたは変更”

       の一覧の中から、 本ビューアー （Asahi Research Co.） と k-ｌｉｔｅ　ｃｏｄｅｃ　ｐａｃｋをそれぞれアン

      インストールしてください。




